
市より
農園の

趣旨と現
状の説明

世界的に注目されている
交流型農園について。
３つの事例も紹介
アドバイザーは牧野さん・木村さん

暑かった！
これからどんな農園に

なるのかな？

ウェルカム 
ドリンクと
おやつは
東平山

ハチドリ農園の
手作り

３グループに分かれ
２つの質問について話し

合い、意見を出しました。
報告は裏面に！ 湧水にサワガニ！

南平市民農園をリニューアルするワークショップがスタートしました！
市民農園の利用者は年々減少し、特に若い世代の利用者が少ないことから
だれもが楽しく参加しやすい市民農園をみんなでつくっていきます。

今年は全部で４回のワークショップを開催し、どんな市民農園にするのかを決めて
来年度からスタートする予定です。

8/17(土)第1回ワークショップ　南平体育館にて開催しました！

どんな農園つくりたい!? ワークショップ

第1回「交流型の農園について知ろう！」
2024.8月発行

一般社団法人TUKURU

現地見学へ！

熱心な参加者の
みなさま！

南平の　　　　　　　　 だより  「新しい市民農園」  vol.1



今後のワークショップのお知らせ　   途中回からの参加も大歓迎 !!
9.8(日)10:00-12:30

@せせらぎ農園
交流型の農園を
体験しよう！

10.27(日)10:00-12:30
@南平体育館

南平の活動について
考えよう！

11.16(日)10:00-12:30
@南平体育館

来年の計画を
立てよう！

雨天の為 9.1(日)から変更
お問い合せ・お申込み

一般社団法人TUKURU hinotukuru@gmail.com

日野市委託事業（日野市産業スポーツ部都市農業振興課）
メールでお申込みの際には①氏名（ふりがな）②電話番号③住所をご記載ください

こちらからも申し込み可能

第１回ワークショップでは、交流型農園について実際に東京でも増えている事例も学んだあと、
３つのグループに分かれて①交流型農園についてどう思った？②自分ならどんな農園にしたい？
をテーマに熱く話し合いました。その後現地見学を行い、下記の沢山の意見をいただきました！

１．交流型農園への期待
＜初心者、忙しい人向け＞
・忙しい人や畑初心者で何をどのように始めたらいいの
　か分からない人にはとても良い
＜交流の場＞
・井戸端会議が出来るような気兼ねなく集まれる場にしたい
・若い人たちが集う場にしたい
・子どもたちの収穫体験が出来る場にしたい
・収穫物でお茶会、ランチ会をしたい（流しそうめんも）
・様々な人とコミュニケーションが取れるのが楽しそう
・交流することで知識や情報を得られ勉強になりそう
・顔見知りが増えるのが災害時にも安心
・個人区画と共同区画の両方をやれたら理想的
＜特徴＞
・江戸東京野菜など、スーパーでは買えない珍しい野菜
　の苗を入手でき、育てられる 
・自分たちらしい農園になると良い

２．交流型農園の環境づくりのアイデア
＜日陰・休憩スペース＞
・日陰がない。夏場の暑さ対策休憩スペースを作りたい
・旧豚小屋を綺麗にして活用したい
　（ティールーム、休憩スペース、道具小屋）
＜食べ物・生き物＞
・ピザ窯設置し、ピザを焼きたい
・燻製をやりたい
・湧水が良い！ 水路やビオトープ、花の植栽などの整
　備を考えたい
・ビオトープにドジョウやメダカを住ませたい
・鶏を飼って、卵を食べたい
・カブトムシを農園で育てたい

３．交流型農園づくりへの　　
不安・課題

・収穫野菜はどうやってわけるのか
・会費はあるのか
・運営資金の調達方法を知りたい
・スポンサーの確保（企業、自治体？）
・仕事や子供の習い事で参加日が限られ
　るが大丈夫か
・話し合いをどのくらいの頻度で行うか
・雑草等の管理はどうしているのか
・リーダー的な存在や、指導者（農家、
　ガーデナー等）の確保
＜市民農園の環境＞
・崖や湧水など危険箇所が多く、子ども
　が出入りするならまず安全対策が必要

＜区画等＞
・レイズドベットにして新しい土を入れたい
・区画割を分かりやすく機能的にするために
　通路をつくりたい
・湧水のフェンスが老朽化しているため、
　木の柵にしたい
＜困難であることを理解した上で！＞
・無理だと思うが、水道があれば嬉しい
・トイレがあるとよい（近隣の空き家活用）
・車利用ができたら便利だと思う


